








要約:乳幼児健全発達支援相談指導事業に関しては、実施主体となる市町村でとらえ方が

多少異なり、様々な事業やそれに対する工夫、また問題点等がみられる。そこで各地域の

実状に応じていろいろ工夫可能なように、予算は弾力的に運用できるものが望まれる。「要

経過観察」とされた児童は個別に、また育児不安を持っている母親等には自由遊び、集団

遊び等での対応が主となるであろう。しかし、要医療、要精検ではないので、親の気持ち

や希望、また子どもの性格や環境(保育所に通園、病院で経観等)を重視して決めると良い。

保健所や保健センター等で行う場合は、そのことが差別や区別につながらないように注意

したい。最近の児童福祉施設では、各種の子育て支援事業を行うところが増えつつあるの

で、具体的な情報を親たちにもつと紹介するとよい。各種の情報の中から自分達に適した

支援等を、親子が自由に選択して利用できることが望まれる。


